
発行・編集／〒０３９－４７１１

青森県下北郡佐井村

大字佐井字糠森２０

佐井村役場 企画調整課

ＴＥＬ：０１７５（３８）２１１１

ＦＡＸ：０１７５（３８）２４９２

今月の主な内容

にゅうがくおめでとう………２

転任されてきた先生

新 採 用 職 員
の紹介’̈４

佐井村行政改革大綱…………６

佐井村総合計画………………８

わいどの広場…………………９

保健婦だより…………………１０

家庭での介護（新連載）………１１

交母だより……………………１２

こちら佐井駐在所……………１３

お知らせコーナー……………１４

戸籍の窓口……………………１６ Ｎ０．３６９



おめでとう
で入学式が行われました。

学校１３名の子どもたちが、元気

れました。

忘れ物しないようにしようね（佐井小） あれヽ おしゃべりしてるのだ～れ？（佐井小）

みやき けんた

（マリオ）

いそかわ はやて

（おふねのうんてんしゅ）

ふくだ かいと

（かめんライダー）

さかた せりな

（かんごふさん）

つじ りお

（しかえい廿いし）

くどう あや

（けいさつかん）

な かむら きよ

（ペットショップのてんいん）



にゅうがく
４月フ日（金）、管内の小中学校

今年は、原田小学校２名、佐井小

いっぱいに将来の夢を語ってく

原
田
小
学
校

たけうち ほくと

（つりぐやさん）

いけた しょうこ

（はなやさん）

勉強・スポーツがんばるぞ／（原田小）

佐
井
小
学
校

みぞ え ひ ろ と

（かしきりバスのうんてんしゅ）

はたけなか かずま

（けいさつかん）

ごとう しゅんぺい

（りょうい

ささき けんしろう

（デジモン）

た て わ き ゆう た

（２かいだでバスのうんてんしゅ）

みやかわ げんのすけ

（はなやさん）



新
し
く
転
任
さ
れ
て
き
た

先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す

原
田
小
学
校

教 頭

田嶋 節夫

入口小より

佐
井
中
学
校

教 頭

竹内 繁樹
川内中より

教 諭

猪股 歳生
田名部中より

教 諭
村川 賢司
むっ中より

佐
井
小
学
校

教 頭

森脇 敏彦

中野沢小より

教 諭

遠藤 豊美

上市川小より

教 諭

中山あやこ

第一田名部小より

磯
谷
小
中
学
校

校 長
辻 登志雄
むっ中より

教 頭

佐々木昭夫

柏崎小より

教 諭

斎藤 敏一

大畑小より

養護教諭

齊藤麻衣子

福浦小より

教 諭

根戸内裕之
田名部中より

講 師

中道 慎子

長後中より

長
後
小
中
学
校

校 長

宮越 義信

老部小より

教 諭

安田 泰輔

大畑中より

福
浦
小
中
学
校

校 長

葛西 哲彦

第一田名部小より



教 頭

中村 大安
三戸小より

教 諭

畑中 砂織
小田野沢小より

養護助教諭

森田 佑希

新採用

教 諭

根戸内朱美
三内中より

牛
滝
小
中
学
校

教 頭

横内 繁男

久栗坂小より

教 諭

古里 亜紀

大平小より

教 諭

蔦川 俊之

弘前市第四中より

よ ろ し く お 願 い し ま す

今年度、新 しく採 用された

職員を紹介 します。

①生年月日 ②出身地 ③趣味 ④ひとこと

田 中 和 美

役場 企画調整課

商工観光係主事補

①昭和５６年１２月３０日

②福浦

③音楽鑑賞

④早く仕事を覚えて、みなさんの

お役に立てるよう頑張りますの

で、よろしくお願いします。

東 出 英 裕

役場 農林水産課

農林係主事補

①昭和５４年９月１１日

②古佐井

③映画鑑賞、ドライブ

④早＜村の方々のお役に立てるよ

うに頑張りますので、よろしく

お願いします。

山 口 健 二

教育委員会 社会教育課

社会教育係主事

①昭和５３年３月１２日

②大佐井

③スポーツ

④佐井村の発展のために頑張って

いさます。よろしくお願いしま

す。



村
で
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

よ
り
一
層
の
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
「
佐
井
村
行
政
改
革
大
綱
」

を
改
定
し
ま
し
た
。
目
標
年
度
は
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
三
年

度
ま
で
の
概
ね
三
ヵ
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

佐
井
村
行
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
・
東
出
昇
村
長
）
で
内
容
を

検
討
し
、
さ
ら
に
、
村
民
の
代
表
十
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
行
政

改
革
推
進
委
員
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
決
定
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

行
政
改
革
の
趣
旨

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
昭
和
六
十

年
と
平
成
八
年
の
二
回
、
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
、
積
極
的
に
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の

到
来
、
高
度
情
報
化
の
進
展
、
住

民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
社
会

経
済
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権

も
い
よ
い
よ
実
施
段
階
に
入
り
、

自
分
た
ち
の
責
任
と
判
断
で
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
佐
井
村
を
築
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中

で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
つ
つ
、
地
方
分

権
と
広
域
行
政
推
進
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、
行

政
運
営
全
般
に
わ
た
っ
て
総
点
検

を
行
い
、
行
政
改
革
の
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
、
先
の
行
政
改
革

大
綱
を
見
直
し
し
、
平
成
十
一
年

度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
三

ヵ
年
に
取
り
組
む
主
な
課
題
を
内

容
と
し
た
八
つ
の
重
点
施
策
か
ら

な
る
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

●

重
点
事
項
と
具
体
的
方
策

※
（

）
は
目
標
年
度

一
、
事
務
事
業
の
見
直
し

隕
ら
れ
た
財
源
の
中
で
新
た
な

行
政
課
題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
事

業
に
つ
い
て
絶
え
ず
見
直
し
を
行

い
、
効
率
的
な
事
業
の
実
施
を
図

り
ま
す
。

田

村
単
独
補
助
金
の
整
理
合
理

化
（
平
成
１２
年
度
）

事
業
効
率
・
効
果
等
を
十
分

吟
味
し
て
、
補
助
金
の
整
理
合

理
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
今

後
新
設
さ
れ
る
補
助
制
度
に
は

期
限
を
設
定
し
ま
す
。

㈲

民
間
委
託
の
推
進

①
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
民
間
の
活
力
と
主
体
性

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
行
政

主
導
か
ら
民
間
主
体
へ
と
切

替
え
を
図
り
ま
す
。
（
平
成

１２
年
度
）

②
運
転
技
能
員
や
用
務
員
が
退

職
し
た
場
合
は
欠
員
補
充
を

せ
ず
民
間
委
託
を
推
進
し
ま

す
。（
平
成
１３
年
度
）

③

施
策
の
選
択
と
重
点
化

財
政
の
健
全
化
と
財
政
の
積

極
的
役
割
の
遂
行
の
両
立
を
図

る
た
め
、
村
と
し
て
実
施
す
べ

き
施
策
の
選
択
と
重
点
化
を
図

る
た
め
、
佐
井
村
総
合
計
画
を

早
期
に
策
定
し
ま
す
。
（
平
成

１２
年
度
）

㈲

使
用
料
及
び
手
数
料
の
見
直

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
、
他
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

（
平
成
１２
年
度
）

二
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し

巾

組
織
・
機
構
の
整
理
合
理
化

組
織
全
般
を
総
点
検
し
、
効

率
的
な
行
政
運
営
が
で
き
る
よ

う
な
組
織
・
機
構
の
改
革
を
行

い
ま
す
。
（
平
成
１２
年
度
）

②

各
種
審
議
会
等
の
整
理
合
理

化
各
種
審
議
会
及
び
各
種
委
員

会
に
つ
い
て
も
総
点
検
を
行
い

定
数
の
削
減
や
統
廃
合
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
平
成
１２
年
度
）

三
、
定
員
管
理
と
給
与
の

適
正
化
の
推
進

引
き
続
き
、
職
員
の
定
員
管
理

と
給
与
の
適
正
化
を
進
め
、
広
報

紙
等
で
こ
れ
ら
を
公
表
し
ま
す
。

①
職
員
定
数
の
「
定
員
適
正
化

計
画
」
の
策
定
（
平
成
卜一
年

度
）

②
勧
奨
退
職
の
際
の
県
外
研
修

の
廃
止
（
平
成
１２
年
度
）

③
運
転
手
兼
任
手
当

の
廃
止

（
平
成
１２
年
度
）

④
保
母
業
務
手
当
に
つ
い
て
見

直
し
を
継
続
し
ま
す
。

四
、
効
果
的
な
行
政
運
営
と

人
材
育
成
の
推
進

効
果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す

る
た
め
、
行
政
運
営
を
改
善
し
、

多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
・
職

員
の
能
力
開
発
等
を
進
め
ま
す
。

①
職
員
自
ら
が
、
行
政
の
改
善

策
を
立
案
す
る
行
政
改
善
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。
（
平

成
１２
年
度
）

②
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

し
、
計
画
的
な
職
員
研
修
を

実
施
し
ま
す
。
（
平
成
１２
年

度
）

★行政改革についてのご意見、お問い合わせは役場総務課まで容◎２１１１



◇効率的な行政とよりよいサービスを目指して◇

五
、
情
報
化
の
推
進
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

川

行
政
の
情
報
化
の
促
進

引
き
続
き
、
事
務
の
電
算
化

を
推
進
し
、
行
政
運
営
の
効
率

化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

①
職
員
研
修
の
実
施
（
平
成
１２

年
度
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
（
平
成
１３

年
度
）

③
電
算
化
に
よ
る
事
務
処
理
の

効
率
化

・
平
成
‥１１
年
度

ア
、
健
康
管
理
と
福
祉
業
務

イ
、
介
護
保
険
業
務

・
平
成
１２
年
度

ア
、
奨
学
金
業
務

イ
、
教
員
住
宅
等
使
用
料

ウ
、
農
家
台
帳

エ
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

②

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

村
民
の
み
な
さ
ん
と
直
接
接

す
る
窓
口
や
電
話
に
お
け
る
職

員
の
応
対
に
つ
い
て
改
善
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
要
望
・
苦
情

等
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。（
平
成
１２
年
度
）

六
、
公
平
の
確
保
と透
明
性
の
向
上

情
報
公
開
制
度
の
実
施
に
向
け

条
件
整
備
を
図
り
ま
す
。
村
民
参

加
の
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
重

要
な
事
業
の
実
施
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
情
報
を
提

供
し
、
広
く
意
見
を
求
め
ま
す
。

①
行
政
改
革
の
内
容
を
広
報
紙

で
公
表
（
平
成
１２
年
度
）

②
こ
ど
も
議
会
の
開
催
や
、
議

会
の
休
日
開
催
な
ど
、
広
く

住
民
が
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
検
討
（
平
成

１２
年
度
）

七
、
経
費
の
節
減
合
理
化
等

財
政
の
健
全
化

経
費
全
般
に
つ
い
て
、
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
節
減
合

理
化
と
予
算
の
厳
正
な
執
行
を
図

り
ま
す
。
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
計
画
的
な
財
政
構
造
の
改
善

を
図
り
ま
す
。
（
平
成
１２
年
度
）

八
、
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
計
画

的
な
補
修
を
実
施
し
ま
す
。

①
各
施
設
の
管
理
・
利
用
状
況

の
点
検
を
行
い
有
効
活
用
に

努
め
ま
す
。（
平
成
１２
年
度
）

②
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
推
進
し
ま
す
。
（
平
成
１２

年
度
）

③
施
設
を
良
好
な
状
態
で
維
持

管
理
す
る
た
め
、
長
期
的
な

補
修
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
平
成
１３
年
度
）

●

行

政

改

革

推
進

委

員

会

に

お
け
る
主

な
意
見
・
提
言

行
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
出

さ
れ
た
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

数
回
に
及
ぶ
夜
間
の
会
議
に
出
席

さ
れ
貴
重
な
提
言
を
さ
れ
た
委
員

の
み
な
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
を

経
費
の
縮
減
だ
け
で
は
村
の
沈

滞
化
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

計
画
的
な
公
共
事
業
の
推
進
と

福
祉
・
教
育
に
対
す
る
投
資
は
非

常
に
重
要
で
す
。

要
は
い
か
に
し
て
無
駄
を
無
く

し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

を
行
う
か
が
行
政
改
革
の
目
的
と

考
え
ま
す
。

二
、
補
助
金
の
見
直
し

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る

団
体
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
活
動
を

し
て
い
な
い
団
体
も
あ
る
の
で
、

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
検
討
を
要

す
る
。
ま
た
、
全
般
的
な
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
事
業
実
績
・
事
業

効
果
等
を
勘
案
し
、
廃
止
・
減
額

を
含
め
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

三
、
村
民
と
の
触
れ
合
い
を

村
民
か
ら
行
政
に
対
す
る
要
望

等
が
持
ち
上
が
る
場
合
は
簡
単
な

問
題
で
も
直
接
担
当
課
で
は
な
く

議
員
等
を
通
じ
る
場
合
が
多
い
よ

う
に
思
う
。

こ
れ
は
、
職
員
と
村
民
と
の
触

れ
合
い
が
少
な
い
た
め
と
思
わ
れ

る
の
で
、
仕
事
も
忙
し
く
大
変
だ

と
思
う
が
、
も
っ
と
村
民
の
中
に

溶
け
込
む
必
要
か
お
る
。

四
、
〇
Ａ
化
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

電
算
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化

に
よ
り
あ
る
程
度
職
員
数
の
増
加

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

が
、
た
だ
職
員
を
減
ら
す
と
い
う

発
想
で
は
な
く
、
今
ま
で
出
来
な

か
っ
た
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
が
出
来

る
と
い
う
考
え
方
で
進
め
て
ほ
し

い
。
五
、
委
員
会
等
の
整
理
合
理
化

議
員
、
農
業
委
員
及
び
各
種
委

員
会
の
委
員
の
定
数
が
多
い
よ
う

に
思
う
。
ま
た
、
委
員
会
等
の
数

も
非
常
に
多
く
、
同
じ
人
が
ダ
ブ
つ

て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
整
理
統

合
す
べ
き
で
あ
る
。

六
、
無
駄
な
仕
事
の
廃
止
等

年
々
村
民
の
行
政
に
対
す
る
要

望
は
増
え
、
内
容
も
複
雑
化
し
て

き
て
い
る
。
地
方
分
権
や
福
祉
関

係
で
新
し
い
仕
事
も
増
え
て
い
る
。

惰
性
で
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く

思
い
切
っ
て
無
駄
と
思
わ
れ
る
仕

事
や
出
来
な
い
仕
事
は
切
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。

七
、
職
員
の
や
る
気
の
喚
起

会
議
等
で
発
言
し
な
い
職
員
や

や
る
気
の
な
い
職
員
は
格
下
げ
し
、

若
く
て
も
や
る
気
の
あ
る
職
員
に

つ
い
て
は
、
係
長
、
課
長
等
に
起

用
す
べ
き
で
あ
る
。



佐井村総合計画をつくるにあたって

。村は平成元年度に「第巳次佐井村振興計画」を定

め、「自然の恵みを生かし、活力に満ちた村づくり」

を目標に掲げ、その実現に向けていろいろな事業を

進めてさました。

しかしながら、長引く不況や通信技術の向上によ

る情報化社会の著しい進歩、ゴミなどの環境問題な

ど、私たちの暮らしを取りまく環境は大きく変化し

てきています。

また、私たちの村の現状を見ますと、長く続く漁

業の低迷や村に残る若者が少ないことによる将来へ

の不安、老後の心配など多くの課題が残されていま

す。

これからの社会は「‾地方のことは地方自らが考え、

責任をもってやってやる」という、地方分権社会に

入っていさますＪ
鎧恋 心
暮 丘しを私た谷

山
扣 手

ま
灘 髦 厮 諞 ｉ ナ

ズ

ユ
ダス

。

このことから村の将来像を明らかにし、目標を定

め、ＰＩ世紀の私たちの暮らしに希望がもてるものに

していくために、平成１２年から１［］年後を見据えた新

しい「第日次佐井村総合計画」をつくる予定です。

なお、村では計画をつくるにあたり、調査・審議

機関として「佐井村総合計画審議会」と、計画の策

定その他実施に関し専門的な立場で必要な調査・審

議を行う「専門委員会」を組織するとともに、役場

庁内のプロジェクトチームを併せて編成して進めて

いく考えです。佐井村総合計画審議会は日月２７日に

立ち上げをし１４名の委員で構成、会長に高橋利幸氏、

副会長に山口捷夫氏を選出しています。

今後は専門委員会の委員やアンケート調査など、

村民のみなさんのご協力をお願いしたいと考えてい

硯 Ｊ 叺 ４



Ｆとｉ をｉ］ｌｉ

３叭練 の 技 ．が 冴 え わ た る

三
月
二
十
四
日
、
ア
ル
ザ

ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
佐

井
村
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
主

催
に
よ
る
第
七
回
室
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
冬
期

間
の
健
康
づ
く
り
と
青
年
と

の
交
流
を
図
る
目
的
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

寿
Ａ
チ
ー
ム

エ

ぬ
い
ど
う
チ
ー
ム

第
三
位

寿
Ｂ
チ
ー
ム

みなさんはじめまして／
四
月
一
日
、
佐
井
村
保
育

所
で
平
成
十
二
年
度
入
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、二
十
一
名
（
ひ

よ
こ
組
六
名
、
う
さ
ぎ
組
十

三
名
、
く
ま
組
一
名
、
ぞ
う

組
一
名
）
の
新
入
児
を
迎
え
、

総
児
童
数
六
十
六
名
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
緊
張
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で

し
た
が
、
一
日
も
早
く
保
育

所
の
生
活
に
慣
れ
、
お
友
達

を
た
く
さ
ん
作
り
、
「
仲
良

く

明
る
く

丈
夫
な
子
」
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

佐井村にも春の訪れ～福浦春祭り～

四
月
十
日
、
歌
舞
伎
の
館

で
、

福
浦
地
区

の
春
祭
り

（
稲
荷
神
社
祭
典
・
大
漁
祈

願
・
転
入
教
員
歓
迎
祝
賀
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
同
地
区

の

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
は
、
新
設
さ
れ
た
歌
舞

伎
の
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
福
浦
の
歌
舞
伎
」
の
上

演
も
あ
り
、
三
番
叟
、
忠
臣

蔵
三
段
目
・
五
段
目
・
六
段

目
、
婦
人
部
手
踊
り
が
披
露

さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「守ろうよ 地球の緑を 火の手から」

四
月
十
三
囗
、
下
北
管
内

全
域
で
、
山
火
事
防
止
宣
伝

パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
日
は
、
当
村
で
も
、

役
場
、
佐
井
森
林
経
営
セ
ン

タ
ー
、下
北
地
方
森
林
組
合
、

佐
井
消
防
分
署
の
職
員
が
広

報
車
に
よ
り
村
内
を
パ
レ
ー

ド
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
下
北
管
内
で

の
山
火
事
は
Ｏ
件
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
、
山
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
に
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
、
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。



保健砕心籾

健康ですか？

チェックしてみましょう

健
康
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？

右
下
に
示
す
「
健
康
状
態
７

つ
の

条
件
」
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
ま

ず
健
康
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
で

し
か
し
、
ガ
ン
や
生
活
習
慣
病

は
、
か
な
り
症
状
が
進
行
し
な
い

限
り
、
自
覚
症
状
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
↓

～
７
ま
で
の
う

ち
、
ひ
と
つ
で
も
赤
信
号
が
と
も
っ

た
ら
要
注
意
。
特
に
四
十
歳
を
過

ぎ
た
方
は
、
う
っ
か
り
で
き
ま
せ
ん

よ
。今

月

か

ら

検

診

が

は

じ

ま

り

ま

す

五
月
の
検
診
の
対
象
地
区
は
、

川
目
・
原
田
・
長
後
地
区
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
地
区
の
方
も
受
診
で

き
ま
す
。受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

地

区

保

健

協

力

員

か

役

場

住

民

福

祉

課

ま

で

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

ま

た
、

今

年

度

か

ら

歯
周

病

検

診

も

あ

わ

せ

て

実

施

し

ま

す

。

回
国
の

健

康
”

は

、

む
し

歯

や

歯
周

病

に

な

っ

た

と

し

て

も

、

日

常
生

活

に
深

刻

な

影

響

を
与

え

る

こ

と

が
少

な

い

た

め

か

、

体

の

病

気

に
比

づ
る

と

軽

視

さ

れ

が

ち

で

す

が

、
「
噛

む
」
「

話

す
」
「

笑

う

」

な

ど

、

私

た

ち

の
生

活

の

維

持

の

た

め

に

は
欠

か

す

こ

と

の

で

き

な

い
、

と

て

も

重
要

な

役

割

が

あ

り

ま

す

。

最

近

で

は

、

歯
肉

の

腫

れ

や

痛

み

で

歯

科

診

療

所

を

受

診

す

る
子

ど

も

が

目

に

つ
く

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の
機

会

に
、

歯
の
健
康
も
チ

ェ

ッ
ク

し

て

み

ま

し

ょ
う

。

平成１２年度 各種検診日程表

○複合検診

※検診開始時間は、午前７時からです。

○乳がん・子宮がん検診

み
ん
な
も
が
ん
ば
ろ
う

む

し

歯

ゼ

囗長島 雄大くん

（大佐井）

ちよつ（！：Ｄ
Ｅ

提供 食生活改善推進員

～乳製品を料理に使ってみませんか～

きゅうりのヨーグルト和え （１人分 ３７ｋｃａｌ）

〈材料：１人分〉

さゆうり 小１本

かにかまぽこ １木

おろししょうが 少々

プレーン

Ａ
［
ヨーグルト ２５ｇ

みそ 小さじ％

〈作り方〉

①きゅうりは、ななめうす切りにして軽く塩もみしておく。

かにかまぽこは、長さを半分に切ってさいておく。

②Ａの材料をまぜ、水洗いしてしばったきゅうりとかまばこ

をあえる。

③器に盛り、おろししょうがを天盛りにする。



介護者の心構え①

介護は家族みんなで

チームワークが不可欠

お年寄りが寝込んだ、痴呆症状が急に進ん

だなどの事態が起こったとき、まず考えるの

は、だれが、どこで、介護するのかというこ

とでしょう。お年寄りの家族、親類のほか、

でされば近所の人たち、専門家の意見も入れ ’

で話し合います。介護の中心になる人が決まっ

たら、みんなでその人を支えて心と体の負担

を最小限にすることが大切です。

介護者は同居する嫁や娘というヶ－スが多

いようですが、「わたしでなければ…」と思

い込み過ぎるとつらくなります。また、介護

する人が高齢だったり病弱だったりするとき

には、体力的な問題も起こってさます。特定

の人だけに「‾任廿さり」にしない、日壬され

さり」にならないで家族全員のチームワーク

を生かすことが必要です。

● 男 性 の 手 を 生 か す

介護は力のいる仕事が多いので、兄弟、 息

子などの男性の手を上手に生かしましょう。

女性のよさ、男性のよさを生かせれば、介

護されるお年寄りも安心です。

● 孫 の 役 割 を 決 め る

孫に会う楽しみ、優しくされる喜び。 おじ

いちゃん、おばあちゃんが孫に与え ること

のできるうれしさはこの上ないものです。

年齢に合わせて、その子に任せられる役割

を決め、家族の一員として責任をもたせま

しょう。

● 手 の か け 過 ぎ は、 自立 の妨 げ

何でもしてあげるのが、優しい介護と思い

込んでいませんか？そうなると、 お年寄り

は甘えと依存が習慣イ匕し、使わない筋肉が

弱り、自立はますます遠くなります。介護

する人は、動けなくなってしまったお年寄

りの介護量が増えてへとへとになってしま

うなど、悪循環です。「手を出さず、 目は

離さず」をモットーに、毎日の介護を見直

してみることも必要です。

お 年 寄 り にも 役 割 を

お年寄りを上手に介護していけるかどうかは、

お世話をする家族がどれだけ普通に生活でさる

かにかかっています。そのためには、お年寄り

にも役割をもってもらうことが重要です。少し

のことでも「やっていただいてよかった、助か

りました」と言えば、お年寄りも「家族の役に

立ててよかった、またやろう」と意欲が出てさ

ます。我が家のお年寄りは、長い人生の経験者

であるという尊敬の態度をもっていることが大

切です。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

え

つ

／
・

’

こ

ん

な

に

も

｀

。コ

冫
ヽ
が

…

四
月
四
日
、
交
通
安
全
母
の
会

で
は
佐
井
診
療
所
か
ら
川
目
地
区

ま
で
の
道
路
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
佐
井
小
学
校
の
児
童
十
五

名
が
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
、

み
ん
な
一
生
懸
命
ゴ
ミ
拾
い
に
格

闘
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
、
車
に
乗
っ
て
い
る
と
気

が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
道
路
脇
に
は

空
き
缶
の
ほ
か
に
電
気
ス
ト
ー
ブ

や
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
中
に
は
冷
蔵
庫

ま
で
も
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
集
め
た
ゴ
ミ
の
数

は
、
ゴ
ミ
袋
に
し
て
約
四
十
袋
も

あ
り
ま
し
た
。

「
ど
う
せ
１
本
ぐ
ら
い
」

と
思
っ
て
、
車
の
窓
か
ら
ポ
イ
捨

て
を
し
て
い
る
あ
な
た
？
二

本
が

積
も
り
に
積
も
っ
て
ゴ
ミ
袋
四
十

個
に
も
な
る
の
で
す
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
た
だ
た
だ
ド
ラ

イ
バ
ー
の
モ
ラ
ル
の
低
さ
を
痛
感

す
る
と
同
時
に
、
み
ん
な
の
道
路

を
こ
ん
な
に
汚
し
て
い
る
人
に
対

す
る
怒
り
を
必
死

に
こ
ら
え
な
が

ら
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
ら
絶

対
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

し
、
今
度
、
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い

る
人
が
い
な
い
か
、
自
分
が
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
員
に
な
っ
て
車
が
通
る

た
び
に
監
視
す
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
小

さ
な
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
に
注
意

を
／
あ
な
た
を
子
ど
も
た
ち
が
見

て
い
ま
す
／

５万円相当のガソリンチケットをケットしませんか？

～「パーフェクト・ドライブあおもり」参加者募集～

１。活動内容

１チーム５人１組で３ヶ月間、

無事故・無違反への挑戦とシート

ベルト着用状況調査を実施する。

２。実施期間

平成１２年６月工日から平成１２年８月３１日まで

３．参加資格等

・県内に在住している方

・自動車又は二輪車（原付を含む）を運転している方

・ＴＬチーム５人のうち、参加申込時に３０歳以下の方が３人以上含まれてい

ること

４．募集チーム ３チーム

５．募集締切り 平成１２年５月１９日（金）

６．問合せ・申込み先 役場総務課 ａ⑨２↓ｎ

交 通 事 故 死 ゼ ロ

みんなで達成しよう／

次の目標は１０００日

ただいまの記録

（５月１日現在）

８ ７ ８ 日

シートベルト着用率

（４月１日現在）

９０．２４％

県内１７位

（参考）

第１位：蓬田村１００％

め ざ せ ／ 交 通 マ ナ ー 日 本 一 ・ 青 森 県
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１

奪４月２１日（金）～５月２０日（土）奪

女性と子どもに対す
（１）
る防犯対策の推進

唖）盗難の防止
けん銃の根絶と
⑥
暴力の追放

少年非行の防止と
（萋〉
有害環境の浄化

統一重点に、「女性や子どもに対する防犯対策の推進」、

「盗難の防止」、「拳銃の根絶と暴力 の追放」、「少年非行の

防止と有害環境の浄化」を掲げ、積極的な活動を展開して

いくこととしています。

村民のみなさんには、ぜひご協力していただきますよう、

よろしくお願いします。

春
の
山
菜
採
り
の

「

遭
難
を
な
く
そ
う

深
い
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
青
森

の
野
山
に
も
、
日
一
日
と
春
の
足

音
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節
を
迎
え
、

山
菜
採
り
を
趣
味
に
し
て
い
る
人
々

に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
シ
ー

ズ
ン
到
来
で
す
。

楽
し
い
山
菜
採
り
で
す
が
、
毎

年
、
遭
難
事
故
が
多
発
し
、
中
に

は
尊
い
命
を
失
う
こ
と
も
あ
り
、

大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

ひ
と
た
び
遭
難
事
故
が
発
生
し

ま
す
と
、
捜
索
と
救
出
の
た
め
多

く
の
方
々
の
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
、
昨
年
の
山
菜
採
り
の
遭
難
状
況

昨
年
の
五
月
か
ら
六
月
ま
で
の

遭
難
件
数
は
十
八
件
、
遭
難
者
数

は
十
九
人
、
こ
の
う
ち
三
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
三
人
の
方

が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
十
八
件
の

う
ち
、
十
五
人
の
方
が
タ
ケ
ノ
コ

採
り
で
遭
難
し
て
お
り
、
原
因
別

で
は
、
道
迷
い
で
遭
難
し
た
も
の

が
十
五
人
と
最
も
多
く
、
ま
た
、

熊
に
襲
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

二
、
遭
難
防
止
の
ア
ド
バ
イ
ス

剛

入
山
前
の
準
備

○
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
不
調
の
と

き
は
見
合
わ
せ
る
。

○
天
気
予
報
を
確
か
め
、
雨
や
濃

霧
な
ど
の
と
き
は
中
止
す
る
。

○
携
行
食
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
な

ど
万

が
一
の
準
備
を
す
る
。

⑦

山
に
入
る
時

○
リ
ー
ダ
ー
か
ら
山
の
地
形
、
危

険
箇
所
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
。

○
入
山
場
所
の
位
置
確
認
の
た
め
、

大
木
な
ど
の
目
標
物
を
定
め
る
。

○
集
合
時
間
を
必
ず
守
る
。

③

山
に
入
っ
た
ら

○
お
互
い
に
呼
び
合
い
、
位
置
を

確
認
す
る
。

○
崖
や
急
斜
面
な
ど
危
険
な
場
所

を
避
け
る
。

○
早
め
の
下
山
を
心
が
け
る
。

㈲

万
一
、
迷
っ
た
ら

○
歩
き
回
ら
ず
救
助
隊
を
待
ち
、

夜
間
は
行
動
し
な
い
。

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え

た
ら
、
広
い
場
所
に
出
て
合
図

を
す
る
。

採
っ
て
楽
し
く
、
食
べ
て
お
い

し
い
山
菜
で
す
が
、
遭
難
で
苦
い

味
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

新

任

挨

拶

佐
井
警
察
官
駐
在
所
長

奥

寺

謙

三

郎

こ
の
た
び
の
異
動
に
よ
り
、
佐

井
村
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
奥
寺

謙
三
郎
と
い

い
ま
す
。
生
ま
れ
も
、
育
ち
も
、

公

戸
市
で
今
回
八

戸
警
察
署
か
ら

来
ま
し
た
。

家
族
は
、
妻
、
子
供

⊇
一
人
）
、

長
女
と
二
女
は
社
会
人
、
三
女
は

大
学
生
で
、
東
京
方
面
に
お
り
ま

す
。今
度
の
異
動
で
駐
在
所
勤
務
は

四
箇
所
目
で
す
。

妻
と
二
人
で
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

海
あ
り
、
山
あ
り
、
川
あ
り
で

自
然
が
豊
か
で
、
す
ば
ら
し
い
で

す
。
佐
井
村
の
歴
史
、
伝
統
な
ど

に
触
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。前
任
者
同
様
に
村
民
の
み
な
さ

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



お知ら
せ

コーナー

基
準
地
等
に
係
る
路
線
価
等

公
開
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
評
価
額
に
つ
い
て

は
、
三
年
に
一
度
の
評
価
替
に
よ

り
評
価
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
は
、
評
価
替
年

度
に
な
り
ま
す
が
次
の
と
お
り
評

価
額
を
公
開
し
ま
す
。

①

大
佐
井
仲
町
通
り

一
八
、
五
〇
〇
円

②

大
佐
井
浜
町
通
り

一
四
、
四
〇
〇
円

③

古
佐
井
川
原
町
通
り

匸
一
、
一
〇
〇
円

④

古
佐
井
大
瀬
戸
付
近

一

二

六
〇
〇
円

⑤

大
佐
井
新
町
通
り
八
、
〇
〇
〇
円

⑥

糠
森
大
佐
井
橋
付
近

六
、
八
〇
〇
円

⑦

古
佐
井
大
町
通
り
六
、
七
〇
〇
円

⑧

糠
森
役
場
付
近六
、
〇
〇
〇
円

⑨

古
佐
井
川
目
保
育
所
付
近

五
、
九
〇
〇
円

⑩

大
佐
井
診
療
所
付
近

五
、
四
〇
〇
円

⑥

八
幡
宮
付
近
五
、
三
〇
〇
円

⑩

古
佐
井
黒
岩
橋
付
近

四
、
三
〇
〇
円

⑩

原
田
漁
協
支
所
付
近

三
、
九
〇
〇
円

⑩

湯
ノ
川
越
青
年
会
館
付
近

三
、
七
〇
〇
円

⑩

川
目
橋
付
近
三
、
一
〇
〇
円

⑩

磯
谷
旧
集
会
所
付
近

三
、
二
〇
〇
円

⑥

長
後
郵
便
局
付
近
二
、
六
〇
〇
円

⑩

福
浦
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

付
近

二
、
六
〇
〇
円

⑩

牛
滝
小
中
学
校
付
近

二
、
〇
〇
〇
円

⑩

野
平
海
峡
ラ
イ
ン
入
口
付
近

一
、
四
〇
〇
円

「

緑

の

船

」
参

加

者

募

集

男

女

各

匸
翁

若

者

が

集

い
、

船

旅

を

通
し

て

の
研

修

や
交

流

活
動

に

よ

り
、

農

林

漁
業

や
文

化

観
光

な

ど

幅

広

く

語

り
合

う

「
緑

の

船
」

を

運

航

し

ま

す

。

■

実

施

期

間

平

成

十
二

年

九
月

十
六

囗
（
土

）

～

九
月

十

八

囗
（
月

）

■

行

き

先

鎌

倉

・

東

京

。

行

き

は

豪

華

客

船

「

ふ

じ

丸

」
、

帰

り

は

汽

車

、

バ

ス
な

ど

（
船
二

泊

）

■

募

集

人

員

約
二

百
五

十

名

（
う

ち

、

佐
井

村

の

募

集
人

員

は

男

女

各

一

名

）

■

参

加

資

格

概

ね
二

〇

歳
～

四

〇

歳

の

男

女

－

研

修

洋
上

・

陸
上

研

修

な

ど

■

経

費
一
人

当

た

り

一
八
二

、

四

〇

〇
円

（
う

ち

、

参

加

者

負

担

は

三

ぺ

○

○

○
円

）

■

参

加

申

込

み

平

成
十
二

年
五
月
三

十
一
日
ま
で

■

問

い

合

わ

せ

役

場

農

林

水

産

課
容

⑩

ｎ
／Ｊ↓

１
↓

保

険

料

の

免

除

と

追

納

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
の
た
め

に
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
法
定
免
除
Ｖ

①
障
害
基
礎
年
金
（
一
級
・
二
級
）

の
受
給
権
者
の
方

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
方

人
申
請
免
除
Ｖ

①
世
帯
全
体
の
所
得
が
な
い
、
も

し
く
は

｝
定
の
標
準
以
下
の
方

②
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
特
別
の
理
由
（
病
気
・
失
業
・

災
害
な
ど
）
か
お
る
方

ま
た
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
と
き
に
は
、
免
除
を
受
け
た
過

去
の
期
間
の
保
険
料
を
十
年
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
、
納
め
た
場
合
に
は
免
除
の

ま
ま
よ
り
も
高
い
年
金
額
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
）
。

追
納
は
十
年
以
内
の
期
間
に
つ

い
て
必
ず
先
に
経
過
し
た
月
分
か

ら
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
年
を
過
ぎ
た
期
間
に
つ

い
て
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の

保
険
料
に
一
定
の
額
を
加
算
し
た

額
で
納
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

ａ

⑩

り乙↓
↓

１

佐井村に新しい商店街潮 風 協 同 組 合＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ． ＿ ． ＿

毎 月 第 ２
・
第 ４ 日 曜 日 は 商 店 街 大 売 出 し

．
？ （ 必 ３ 日 ４ 日 ・鑞 休 日 ）

フリーマーケット
朝 市 参 加 者 募 集 ．ゲ
潮風協同組合 アーケード内の敷地を無料で提供します
（フリーマーケットは毎月第３日曜日、朝市は随時開催予定）

お問い合わせ・お申し込みは、彩果 ａ ｃ ２０９４まで

今年の潮風協同組合の土地代は５４８，３５２円になっています



～ 犬 の 飼 い 主 の み な さ ん へ ～

１．犬の登録と狂犬病予防注射

生後３ヶ月を過ぎた犬は、登録と狂犬病予防注射をを受けるこ

とが義務付けられています。

登録は、犬の生涯で１回受ければよいのですが、狂犬病予防注

射は、毎年１回できるだけ４月１日から６月３０日までに受けるよ

うにしましょう。

２．犬の鑑札と狂犬病予防注射済票

登録を受けた時には「鑑札」が、狂犬病予防注射を受けた時に

。は「狂犬病予防注射済票」が交付されますので、どちらも犬の首

輪などにしっかけ付けて無くさないようにしましょう。

万が一［鑑札］、「狂犬病予防注射済票」を亡失又は損傷した堝

合は、再交付しますので役場住民福祉課に再交付の申請をしてく

ださい。

３．犬の死亡届と登録事項変更届

登録している犬が死亡した場合あるいは犬の所在地、飼い主の

氏名、飼い主の住所が変更になった場合は、役場住民福祉課に届

け出てください。ただし、犬の所在地が別の市町村に変更された

場合は、新所在地の市町村に届け出てください。

４．係留の義務

犬の飼い主は、飼い犬を鎖につないだり、柵や檻に入れるなど

して常に係留しておかなければなりません。散歩の時も、必ず鎖

などのりードにっないで散歩させましょう。

５．飼い主の責任

飼い主の責任として以下のことを心がけましょう。

①犬を係留している場所を常にきれいにしておきましょう。

②散歩の時の糞の後始末をしましょう。

③みだりに吠えないようにしつけましょう。

④犬を捨てることなく、終生飼うようにしましょう。

⑤不幸な子犬をふやさないために親犬の繁殖制限をしましょう。

６．犬・猫の引き取り

やむを得ない理由によって飼えなくなった犬・猫は、保健所で

引き取りますので連れてきてください。捨てることによって他人

に迷惑をかけることになりますので、絶対に捨てないでください。

問 い 合 わ せ む つ 保 健 所 ａ ⑧ １２３１

蘆 痂 脾 族 憇

ゴ ールデン ウィークスペシ ャル

●海洋生物写真館
４月２２日（土卜 ５月１４日（日）

●青森県の魚展
４月２９日（土）～５月７日（日）

●ペンギンと記念写真
５月３日（水）～５日（金）

料 金 改 定 のお 知 ら せ

○問い合わせ 浅虫水族館総務課 Ｓ０１７（７５２）３３了了

しもきた【春もみじ】まつり案内



満１歳おめでとうμ

田 畑 有 梨 沙 ち４

（孝信・かおり）古佐井

岡 村 。和 樹 Ｕ

（博・ひとみ）中道

診療所からのお知らせ

新しい先生のご紹介

丸山 博行 先生

生年月日 昭和４６年７月２６日

出 身 地 八戸市

趣 味 ドライブ

匚日常診療だけでなく、包

括ヶアにも、力を入れてい

きたいと思います。」

☆ 内 科 休 診 日 の変 更 に つ い て

５月から第４金曜日が内科休診囗となります。お間

違いのないように。

当診療所では、「かかりつけ歯科医」として歯科治

療を継続的にすすめていくことにより、患者さんのお

口の健康につとめます。

治療の開始にあたり、診査を実施し、お口の中の状

況をご説明し、治療内容（予定）がわかる文書をお渡
一 一

しします。

なんでもご相談ください。

５ 月２４日（水）ア ル ザ ス前

① 午 前 ８ 時～１１時

② 正 午 ～ 午 後 ２ 時

採血量は、２００㎡と４００㎡の

、いずれかを選択できます。

あなたの善意が命を救います。

戸籍の窓口
４月１５日現在

○お誕生おめでとう

宮川日向子（亮 一） 大佐井

福田 竜也（ 剛 ） 矢 越

○ご結婚おめでとう

（ 川岸 孝行 古佐井

伊藤 和美 大間町

（ 石黒 太志 原 田

斎藤 陸子 静岡県

○おくやみ申し上げます

田名部だね（徳 松） 古佐井

渡辺 善八（ 崇 ） 古佐井

長谷川勇吉（つ ぎ） 牛 滝

松沢 勝美（よ ん） 原 田

長島 修（信 子） 大佐井

田中マンコ（誠 一） 矢 越

※個人のプライバシーを尊重する意味で、

掲載して欲しくない方は、届出の際係に

申し出て下さい。

佐井村の人口
３月３１日現在

男 １，５６８ （ －３３）

女 １，５８３ （ －２１）

計 ３ ，１５１ （ －５４）

世帯 数 １，０８８ （ －２８）

（ ）内は前月比

●バス車内での運賃のお支払い
●各種回数券のお求めは、
下記委託販売店をご利用
ください。
★佐井観光協会（アルザス内）
★磯谷…東出商店
★長後…滝本商店

（７片回数券）

１ ５枚買って２ 枚サービス。

■片道５００円以上のバス賃から。

■６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは下北交通株式会社
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

Ｓ （０１７５）２３－３１１１
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